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名古屋市議選候補者
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2019/04/03メールにて回答あり

***

レインボーなごや 御中
 
 日頃より日本共産党の活動にご理解、ご協力ありがとうございます。
 貴団体へのアンケートに回答をいたしますので、よろしくお願いいたします。
 
ＬＧＢＴアンケート
 
設問4，愛知県の公的書類全般に関し、性別欄の必要性について順次見直しを進めること
について
1．賛成
 
公的書類に性別を記載することは不要であるだけでなく、設問で示されたような精神的苦
痛を当時者に与えることにつながることから、性別欄は廃止すべき。
 
 
設問5
西山あさみ議員が、パートナーシップ宣誓制度を名古屋市で導入することや、ＬＧＢＴの
カップルでも公営住宅に入居できるよう、現行の入居資格制限を見直すことなどを市議会
で求めてきました。私も、こうした提案に賛成です。西山議員が提案してきた内容も含
め、当事者のみなさんの声を聞き、必要な施策を行政に反映できるようにしたいと考えま
す。
 
 
設問6 ＬＧＢＴ差別解消法案について
 
いま、性的指向や性自認を理由とする差別の禁止は国際的にも大きな流れになっていま
す。私自身は、企業で働いている時に、昇進や昇給の差別、セクハラ、マタハラなど女性
であるが故の差別を受けた経験を持っています｡性差や性的嗜好がどうあれ、一人の人間
として大切にされる社会を実現するために、ＬＧＢＴ差別解消法は､早期に成立させたい
と考えています｡
 
 
「ＬＧＢＴ理解増進法案は、杉田発言を事実上容認するような政権与党が、「性的指向と
性同一性の多様性に寛容な社会の実現」を目的とする法律案を提案したことは前向きの変
化だと思います。
 
野党が提出したLGBT差別解消法案は罰則規定を設けていますが、自民党が今回まとめた骨
子案は罰則規定は設けていないなど、実効性という点で､野党提案の方が優れていると考
えます。
 
同時に、性別や性的指向による差別のない社会へ少しでも前進するために、与野党で同趣
旨の法案を提出したのであれば、一致する部分だけでも調整して、一日も早い成立をめざ
すべきだと考えます。
 
 
日本共産党 中区市会候補
    石原あいこ
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